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被覆済み

１．港湾内被覆工事の概要

＜被覆工事＞
目 的：港湾内の海底面を被覆することによって

海底土砂に含まれる汚染物質の拡散を防止する
被覆面積：180,000m2

＜先行工事＞
目的：今回と同じ
工期：H23.12～H24.8(8ヶ月)
面積：72,600m2
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２．被覆の構造

被覆の構造は、２種類の構造を海底の土砂の状況に合わせて使い分ける計画

１．構造１

海底の土砂が舞上がりにくい場合（砂地盤）

２．構造２

海底の土砂が舞上がりやすい場合に軽い材料で下層を固めた後、構造１と同様
な材料で被覆（シルト等の舞上がりが想定される場合）

海底土砂

舞い上がりやすい層

＜断面イメージ図＞

海底土砂

材料１ 材料２（軽量被覆）

材料１

海底面

H27.3までに全体を１層以上被覆

（構造１）海底面の土砂が

舞上がりにくい場合

（構造２）海底面の土砂が

舞上がりやすい場合

構造２は引き続き２層目を施工
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３．施工方法他

１．被覆材料の海中への投入は、トレ
ミー管と呼ばれる筒を海底付近ま
で降ろし、被覆材を投入する計画

２．トレミー管の回りに図のような汚濁防止膜を設け
て、投入する範囲内を確実に被覆するとともに、
濁度が上昇した場合に拡散を防ぐ計画

海底

被覆材料

トレミー管

被覆材投入のイメージ

施工例

３．施工中のモニタリングの定期的な実施をしながら
作業を進める計画

（被覆材の製造）
１．ベントナイトスラリー製造

ベントナイトへ淡水を加水し、養生後発泡（軽くする）
２．被覆材製造

ベントナイトスラリーへセメントを添加する
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４．被覆工程

海底土の調査

被覆工事

下上３２１

H27年度H26年度H25年度

被覆材料の検討

・港湾内を航行する船舶の安全を確保しながら、作業を実施する。

・土砂の舞上がりを防止するため、１層目の施工を先行して、全体の被覆を実施する計

画である。

・港湾の利用状況、海底土の調査結果を踏まえ、工程変更の可能性あり。

港湾の利用状況、海底土
の調査結果を踏まえ、変
更の可能性あり


